
（１）事業の概要等

令和 6 年度

（２）事業費

（３）業績
単位

（４）事業の評価

千円

実施計画事業
評価対象年度

活動指標 交付枚数（タクシー券・ガソリン券） 枚

維　持（改　善） 事務事業評価による額事業の方向性

E（廃止）業務自体を無くせるか

― ―

0

R（入替・代替）手順や担当を変えられるか

C（結合）作業をまとめられるか

今後の
実施内容

この事業を継続することで、当該事業の目的を達成することができており、今後も引き続き実施して
いくことが必要である。

障がい者の外出の支援を図ることができている。障害者手帳所持者の増加に伴う交付者数の増加や
燃料単価の高騰により、事業費は増加傾向にある。今後も障害者手帳所持者の増加に伴い事業費の
増加が見込まれる。
・交付者数：5,536人（タクシー券：1,260人、ガソリン券：4,276人）（R6実績）
・タクシー券利用枚数：10,429枚(R6実績)
・ガソリン券利用枚数：43,961枚(R6実績)

事業の目的の
達成状況

及び
指標の

達成状況

No

Yes

事
業
の
実
施
状
況

S（単純化）もっと簡単にできるか

実績 62,496 ・ 47,100 63,552 ・ 48,516 61,968 ・ 50,136 60,480 ・ 51,312

目標 ― ―

― ―

実績 13,384 ・ 39,920 12,354 ・ 40,779 10,954 ・ 42,134 10,429 ・ 43,961
指
標

指標ほか Ｒ3 Ｒ4 Ｒ5

成果指標

Ｒ6 Ｒ7

利用枚数（タクシー券・ガソリン券） 枚
目標 ― ― ―

―

事業費合計（Ｃ＝Ａ+Ｂ） 千円 34,844 36,496 37,348 39,002

人件費（Ｂ） 千円 752 752 752 752

人件費 0

0.1正規職員 人 0.1 0.1 0.1

1,000

予算額 千円 32,600 35,600 37,300 37,700 38,541

対前年比 ％ ― 104.85% 102.38% 104.52%

Ｒ6 Ｒ7

直接経費
決算額

財源
一般財源

千円

33,092 34,744 35,596

0

計（Ａ） 34,092 35,744 36,596 38,250

37,250

国・県支出金 1,000 1,000 1,000

事
業
費

項目 単位等 Ｒ3 Ｒ4 Ｒ5

その他 0 0 0

0会計年度任用職員 人 0 0

公共交通機関での移動が困難な障がい者に対して、医療機関や買い物等の移動を支援する
とともに、社会参加を促進し、障がい者の福祉の増進を図る。

事業概要

身体障害者手帳１～３級、療育手帳A・B判定、精神障害者保健福祉手帳１・２級所持者に対
して、年間分としてタクシー券（タクシー基本料金の助成）４８枚またはガソリン券（４L助成）
１２枚を交付し、各券の利用に応じて費用を助成する。

事業の経緯
・

年度計画

1 目 2 大 7 中3 事業区分 その他（評価対象） 款 3 項

改善
取組内容

本人の希望に応じてタクシー券とガソリン券のどちらかを交付しているが、1人ずつどちらの券を交付すべきかを確認し
た上で郵送しているため事務作業が非効率となっている。タクシー券とガソリン券を両面印刷にするなど１つにまとめる
ことで、事務作業の効率化を図ることができる。

令和７年度 詳細評価シート
事業番号 B0903

事務事業名 障害者交通料金助成事業 事業期間 昭和６３年度以前

事
業
の
概
要
・
展
開

小牧市まちづくり推進計画
（R5年～R8年） 分野別計画編

基本
施策

9
展開
方向

障がい者の自立意識が高まる中、日常生活の利便と社会活動の範囲の拡大を図る必要があり、その対策と経済的負担の軽減が求められているため実施に至る。当初はタクシー券のみであったが、平成１８年から
ガソリン券を追加している。

～ 令和９年度以降

担当部 福祉部 担当課・担当係 障がい福祉課　障がい福祉係

1

事業の目的・効果


